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作成し、 ( 1) 31p核磁気共鳴 (NMR)s阿佐oscopyと高速液体クロマトグラフィー
















定した。ペーシング中止後は、 1時間、 2時間、 3時間、 4時間、 1日、 2日、お
よび7日に測定した。
3) 31p NMR s戸山os∞py:植え込んだ NMR用表面コイルは直径3-5cmの円形の
もので、その中央にガラス細管に入れた標準物質 hexamethylphosphoric triamide 
(HMPT)を封入したものである。この表面コイルを用いて、 GeneralElectric 社製
NMR装置 CSI2Tβ1により、中心周波数 34.6346MHz、スペクトル幅4伎脱Iz、心電
図非同期、パルス遅延時間 1秒で 1536回加算にて、 31pNMRスペクトロスコピーを
行った。表面コイルに埋め込んだ HMPTに対して90.パルスとなるようにパルス幅
を設定した。 得られた FID は、ベースライン補正、 zeroful、10胞の exponen出I
line-broadeningを加えた後にフーリエ変換し位相補正を行った後、Lorentzianfunction 
による linefittingを行い、各ピークの面積を算出した。測定はペーシング前と、ペ
ーシング中止後1時間、 2時間、 3時間、 5時間、および7日(犬により異なる)
に行い、スペクトルのピークの絶対値と標準物質E削 PTに対する面積比の両方で変
化を検討した。各ピークの化学シフト値についても検討した。
4) HPLC: NMR測定の直後に摘出した心筋は液体窒素で瀬古し、 0.6N過塩素酸で
除蛋白後、その上、清をメチルオレンジを指示薬として、K2CU3で中和して、アニオ







1 -a) Rapid v印刷.cularpacing後の心機能回復過程
? ?
Rapid veotricular paciog後に心機能のみを連続的に評価した16頭についてみると、
左室戸akdp/dtはペーシング終了 ω分後に有意に改善し (1683:1599→ 1920土日4
mmHg/sec， 0=11， p<0.02)、左室収縮期圧も 120分後に有意に上昇して (107:116→ 















室拡張期末圧(対照群5.0:1:1.4，H群 31.0土8.1mmHg，p<0.OO5)と左室 p伺koegative 
dp/dt (対照群2384:137，H群 876:1229mmHg/sec，p<O.∞5)に有意差を認めた。
2) NMRスペクトロスコピーによるリン酸化合物代謝の評価
Phosphomoooester (PME)、ioorganicphosphate (Pi)、phosphodies町 (PDE)、
phoゆ問団出e (PCr)、ATPの3つのリン酸基 (α AーTP，s-ATP，y-ATP)および











てみると、 p-ATPは5例中4例で増加・ 1例で減少、 p-ATP，庁IMPTは4例中3例





それぞれ5.15::!:O.25ppm， 4.74土0.91 (n=5， p=0.333)、またペーシング終了直後と













rapid ventricular pacing modelがその病態の解明に役立つのではないかとの仮説のもと
に、本研究を行った。
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表1 ぺーシング前とぺーシング終了直後のPCrと13-ATPe1p NMR) 
ペーシング前 ペーシング終了直後 n p 
s-ATp. 5861土2952 3781土2758 6 0.262 
s-ATP/HMPT 1. 00士0.49 O. 51:!::0. 25 6 0.112 
PCr. 4022:t2914 1721土1126 6 O. 128 
PCr/HMPT 0.71 :tO. 52 0.23土0.15 6 0.105 
-単位はarbitraryunits 
表2 ペーシング終了直後とペーシング終了後1時間のPCrと13-ATPe1p NMR) 
ペーシング終了直後 ペーシング終了後 1時間 n p 
β-ATp. 5003:t2524 7741土8361 5 0.365 
β-ATP/HI¥1PT 0.66士0.26 0.92土0.64 4 o. :325 
PCr. 4003+2077 3814土2574 5 0.550 
PCr/HMPT 0.49+0.19 O. 35:tO. 17 4 0.285 
事単位はarbitraryunits 
表3 ぺーシング前後の高エネルギーリン酪化合物(HPLCによる測定)
ぺーシング後(n) 対照群(n) p 
ATP 4.68土1.76 (7) 6. 3:!::1. 70(4) 0.174 
PCr 8.28土4.12 (4) 12.76土6.51(2) 0.499 
ADP 1. 53:!::0. 75 (7) 1. 38:tO. 34 (4) 0.648 
Al¥lP O. 35:!::0. 31 (7) O. 19土O.13 (4) 0.260 
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図4 ペー シンク.犬の心31pNMRスペクトル
A:ぺーシング前(手術後3週)
B:ペーシング(250回/分)を 3週間行った直後
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